
主観的状況解釈と動機の多様性に適合した行動変容
支援システムの研究開発

研究代表者 加藤 俊一 研究員

理工学研究所 共同研究第１類

Sleep-important
Sleep-unimportant

Loss-framed
message

Gain-framed
message

Message types

C
h

a
n
g

e
 i
n
 a

w
a
re

n
e
s
s

Clusters (F(1,1) = 8.647, p = 0.00385 **)

Message types (F(1,1) = 1.961, p = 0.16371)

Interactions (F(1,1) = 5.667, p = 0.01868 *)

１．動機の多様性に合わせた働きかけの必要性
Well-being行動への関与
21年度：日常生活の中での運動・スポーツ行動への態度分類
22年度： ＋働きかけの実験

日常生活の中での睡眠時間確保への態度分類＋働きかけの実験
任意性・必須性の観点から、態度、促進・阻害要因、働きかけの効果を比較。

・関与する因子の抽出
・自発的動機の強化への効果が期待される働きかけ（メッセージフレーミング：利得獲得、損失回避）

表1：態度に影響する因子 表2：運動・スポーツ行動での態度分類

表3：睡眠時間確保への態度分類と働きかけでのメッセージフレーミング

２．運動・スポーツ行動
・任意性、
・他者との関係性のある事象
7類型に分類
意識と行動の強化：
・取組結果の可視化
・他者との競争を好まない群も
他者からの「イイね」で増加
・取組んだ量に比例した
他者からの「イイね」で増加
（参考）
意識高い群：利得獲得
意識低い群：損失回避

３．睡眠時間確保
・必須性、
・個人の事象
6類型に分類
睡眠に対する価値意識の強化：
・睡眠に価値を感じる群は
損失回避メッセージで
価値意識が強化
・価値を感じない群は
利得獲得メッセージで
価値意識がやや強化
睡眠時間の確保：
・両群ともに
利得獲得メッセージの方が
睡眠時間が減少してしまった。
(*) 睡眠への価値意識変化は
実際の行動変化にまでは
結びつかなかった。
メッセージ送出を夜に行った。
★行動変容には、取組の可視化＋動機づけ+時間管理（機会管理）の仕組みが必要（→23年度）

図1：睡眠への価値意識の変化 図2：実際の睡眠時間の変化


